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上
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
歌
語
「
く
も
の
は
た
て
」
の
研
究―

共
起
す
る
語
の
調
査
か
ら―

 

  
 

元 

山 

美 

乃 

里 
 

 
  

一 

先
行
研
究
と
本
稿
の
目
的
・
方
法 

（
一
）
先
行
研
究 

今
回
調
査
す
る
「
く
も
の
は
た
て
」
は
、
次
の
古
今
和
歌
集
の
歌
に
つ
い
て

様
々
な
歌
学
書
や
注
釈
書
で
考
察
が
さ
れ
て
い
る
。 

夕
ぐ
れ
は
雲
の
は
た
て
に
物
ぞ
思
ふ
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
人
を
こ
ふ
と
て 

（
『
古
今
和
歌
集
』
恋
一
・
四
八
四
、
よ
み
人
し
ら
ず
） 

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
竹
岡
（
一
九
七
六
）
１

で
は
、「
雲
の
果
て
に
向
か
っ
て

物
を
思
う
の
で
あ
る
」
、
片
桐
（
一
九
九
八
）
２

で
「
『
雲
の
端
々
ま
で
も
』
『
思

ひ
』
を
『
遣
り
』
、
『
な
が
め
て
』
物
思
い
に
ふ
け
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。 

一
方
で
、
紙
（
二
〇
〇
九
）
３

で
は
、
現
代
の
注
釈
書
で
「
く
も
の
は
た
て
」

を
「
雲
の
果
た
て
」
と
解
す
る
説
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
雲
の
果
て
」
と
い
う
言
葉
と
比
較
し
て
い
る
。「
雲
の
果
て
」
は
、
雲
が
尽
き

果
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
抽
象
的
、
観
念
的
な
終
末
点
・
消
失
点
を
表
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、「
雲
の
は
た
て
」
は
、
手
は
届
か
な
い
も
の
の
、
も
の
思
い
と
し

て
辛
う
じ
て
成
り
立
つ
範
囲
内
と
い
う
よ
う
な
具
象
的
な
末
端
部
で
あ
る
と
考

察
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
く
も
の
は
た
て
」
を
「
蜘
蛛
の
機
手
」
に
置
き
換
え

て
読
ん
だ
重
之
の
歌
（
「
さ
さ
が
に
の
く
も
の
は
た
て
の
う
ご
く
か
な
か
ぜ
を
い

の
ち
に
お
も
ふ
な
る
べ
し
」『
重
之
集
』
）
や
、「
雲
の
機
手
」
と
し
て
詠
ん
だ
寂

昭
の
歌
（
「
こ
れ
や
さ
は
雲
の
は
た
て
に
お
る
と
き
く
た
つ
こ
と
し
ら
ぬ
あ
ま
の

は
衣
」
『
新
古
今
和
歌
集
』
）
な
ど
平
安
期
の
用
例
を
上
げ
て
、
意
義
が
揺
れ
て

い
る
状
況
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。 

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
古
今
和
歌
集
の
歌
、
も
し
く
は
平
安
期
・
鎌
倉

初
期
に
限
っ
た
調
査
で
あ
る
。
ま
た
、
平
安
期
、
鎌
倉
初
期
の
歌
も
、
限
ら
れ

た
作
者
の
も
の
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

（
二
）
本
稿
の
目
的 

こ
の
研
究
は
、
歌
語
「
く
も
の
は
た
て
」
に
つ
い
て
、
上
代
か
ら
近
世
に
か

け
て
詠
ま
れ
た
和
歌
の
用
例
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
意
味
・
用
法
の
傾
向
や
変

遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ
て
い
な

い
歌
を
加
え
て
、
上
代
か
ら
近
世
ま
で
の
「
く
も
の
は
た
て
」
の
使
わ
れ
方
を

調
査
し
て
い
き
た
い
。 

 （
三
）
本
稿
の
方
法 

今
回
は
、
用
例
を
「
日
本
文
学W

eb

図
書
館
」
の
「
和
歌
・
連
歌
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
４

を
使
っ
て
収
集
し
た
。 

そ
の
用
例
を
上
代
、
平
安
、
鎌
倉
、
室
町
、
江
戸
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
５

に

分
け
た
。
時
代
ご
と
の
用
例
数
は
、
次
の
表
1
の
通
り
で
あ
る
６

。 
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〈表 1〉時代ごとの用例数  

時代区分 用例数 

上代 0 

平安 13 

鎌倉 156 

室町 99 

江戸 24 

計 292 

 

       

今
回
の
調
査
で
は
、
上
代
の
「
く
も
の
は
た
て
」
の
歌
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
下
に
今
回
調
査
し
た
上
代
の
和
歌
集
を
挙
げ
る
。 

・
『
奈
良
帝
御
集
』
（
書
陵
部
蔵
五
〇
六
・
七
五
） 

・
『
人
丸
集
』
（
書
陵
部
蔵
五
〇
六
・
八
） 

・
『
古
事
記
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
三
） 

・
『
日
本
書
紀
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
三
） 

・
『
風
土
記
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
三
） 

・
『
赤
人
集
』
（
西
本
願
寺
蔵
三
十
六
人
集
） 

・
『
家
持
集
』
（
書
陵
部
蔵
五
一
〇
・
一
二
） 

・
『
猿
丸
集
』
（
書
陵
部
蔵
五
一
〇
・
一
二
） 

・
『
万
葉
集
』
（
西
本
願
寺
本
） 

こ
の
よ
う
に
時
代
ご
と
に
分
け
た
上
で
、「
く
も
の
は
た
て
」
と
共
起
す
る
語

を
調
べ
た
。
本
稿
に
お
け
る
共
起
す
る
語
と
は
、
名
詞
、
動
詞
の
中
か
ら
本
稿

の
筆
者
が
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
中
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い

る
語
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
共
起
す
る
語
に
つ
い
て
は
、

時
代
ご
と
に
語
数
を
示
し
た
表
を
末
尾
に
載
せ
る
（
表
2
）
。 

 

二 

平
安
期
の
「
く
も
の
は
た
て
」 

 

平
安
期
に
は
、
一
三
例
の
「
く
も
の
は
た
て
」
の
歌
が
見
ら
れ
る
。 

「
夕
」
、
「
空
」
、
「
物
思
ふ
」
の
共
起
は
そ
れ
ぞ
れ
三
例
見
ら
れ
る
。
次
に
そ

の
例
を
挙
げ
る
７

。 

（
1
）
夕
ぐ
れ
は
雲
の
は
た
て
に
物
ぞ
思
ふ
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
人
を
こ
ふ 

と
て 

（
『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
一
・
四
八
四
） 

（
2
）
夕
さ
れ
ば
く
も
の
は
た
て
に
物
ぞ
思
ふ
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
人
を
こ 

ふ
と
て 

（
『
新
撰
和
歌
集
』
恋
雑
・
二
一
六
） 

（
3
）
夕
さ
れ
ば
雲
の
は
た
て
に
物
ぞ
思
ふ
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
人
を
こ
ふ 

と
て 

（
『
古
今
和
歌
六
帖
』
天
［
く
も
］
・
五
二
一
） 

こ
れ
ら
は
、「
夕
ぐ
れ
は
」
と
「
夕
さ
れ
ば
」
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、（
1
）

の
古
今
和
歌
集
と
同
じ
歌
が
新
撰
和
歌
集
、
古
今
和
歌
六
帖
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

「
風
」
が
共
起
す
る
例
は
三
例
見
ら
れ
た
。 

（
4
）
よ
そ
に
て
も
か
ぜ
に
し
た
が
ふ
も
の
な
ら
ば
く
も
の
は
た
て
に
か 

つ
な
ら
せ
き
み 

（
『
九
条
右
大
臣
集
』
解
題
） 

（
5
）
吹
く
風
に
雲
の
は
た
て
は
と
ど
む
と
も
い
か
が
た
の
ま
ん
人
の
心 

 
 

 

は 

（
『
拾
遺
和
歌
集
』
恋
四
・
九
〇
二
） 

（
6
）
さ
さ
が
に
の
く
も
の
は
た
て
の
う
ご
く
か
な
か
ぜ
を
い
の
ち
に
お 

も
ふ
な
る
べ
し 

（
『
重
之
集
』
又
、
こ
せ
し
の
君
の
ら
う
に
て
、
く
も
の
て
ひ
と
つ 

お
ち
た
る
が
、
二
三
日
ま
で
う
ご
く
を
・
一
八
七
） 

（
4
）
の
歌
は
風
に
従
う
と
「
く
も
の
は
た
て
」
に
「
き
み
」
が
い
る
と
い
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う
こ
と
を
詠
み
、
風
の
到
達
点
と
し
て
「
く
も
の
は
た
て
」
を
設
定
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
（
5
）
の
歌
は
、
「
く
も
の
は
た
て
」
を
「
と
ど
ま

る
も
の
」
と
し
て
詠
ん
で
お
り
、
実
体
が
あ
る
「
雲
の
旗
手
」
と
し
て
詠
ん
だ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
6
）
は
「
く
も
」
を
「
蜘
蛛
」
と
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ

り
、
「
風
」
は
「
蜘
蛛
の
手
」
を
動
か
す
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
「
春
」
が
共
起
す
る
例
が
一
例
、
「
秋
」
が
共
起
す
る
例
が
一
例
見
ら

れ
た
。 （

7
）
天
原
春
は
殊
に
も
見
ゆ
る
か
な
雲
の
は
た
て
も
色
増
り
け
り 

（
『
新
撰
朗
詠
集
』
・
三
八
一
） 

（
8
）
ゆ
く
く
も
の
は
た
て
よ
り
こ
そ
ま
づ
は
み
れ
あ
き
の
は
じ
め
に
な 

れ
る
け
し
き
は 

（
『
好
忠
集
』
・
五
四
四
） 

た
だ
、
（
7
）
の
「
春
」
が
共
起
す
る
歌
は
、
次
に
挙
げ
る
（
9
）
の
歌
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

（
9
）
天
之
原(

ア
マ
ノ
ハ
ラ) 

悠
悠
砥
而
已(

ハ
ル
バ
ル
ト
ノ
ミ) 

見
湯 

留
鉋(

ミ
ユ
ル
カ
ナ) 

雲
之
幡
手
裳(

ク
モ
ノ
ハ
タ
テ
モ) 

色
滋 

雁
芸
里(

イ
ロ
コ
カ
リ
ケ
リ) 

（
『
新
撰
万
葉
集
』
・
二
八
一
） 

「
悠
悠
砥
而
已
（
ハ
ル
バ
ル
ト
ノ
ミ
）
」
を
「
春
は
殊
に
も
」
と
詠
ん
だ
こ
と

が
意
図
的
な
の
か
読
み
間
違
い
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。 

ま
た
、
（
9
）
の
歌
は
、
「
く
も
の
は
た
て
」
が
「
い
ろ
こ
か
り
け
り
」
と
詠

む
た
め
、
紙
（
二
〇
〇
九
）
に
お
い
て
、「
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
る
実
体
を
あ
ら

わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
「
色
」
が
共
に
詠
ま
れ

る
歌
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

（
10
）
色
色
の
雲
の
は
た
て
を
か
ぎ
り
に
て
い
る
日
や
弥
陀
の
ひ
か
り 

な
る
ら
ん 

（
『
散
木
奇
歌
集
』
悲
嘆
部
［
観
無
量
ず
経
文
十
六
想
観
い
ら
ん
と
す
る 

日
を
み
て
仏
の
み
く
に
を
お
も
ふ
］
・
九
〇
四
、
俊
頼
） 

や
は
り
、
「
色
色
の
雲
の
は
た
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
（
10
）
も
視
覚
的
に

実
体
が
あ
る
「
雲
の
は
た
て
」
と
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

紙
（
二
〇
〇
九
）
に
は
「
『
雲
の
旗
手
』
と
解
し
て
の
作
と
考
え
ら
れ
る
」
と
あ

る
。 「

ほ
と
と
ぎ
す
」
が
共
起
す
る
歌
は
一
例
見
ら
れ
た
。 

（
11
）
い
そ
げ
ど
も
こ
よ
ひ
は
こ
え
じ
お
と
は
や
ま
く
も
の
は
た
て
に
ほ 

と
と
ぎ
す
な
く 

（
『
教
長
集
』
夏
歌
「
暮
山
時
鳥
」
・
二
四
五
） 

 

ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
遠
く
の
方
を
「
く
も
の
は
た
て
」

と
し
て
詠
ん
で
い
る
。「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
は
「
死
出
の
田
長
」
と
い
う
異
名
が

あ
る
。『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
８

で
「
死
出
の
田
長
」
の
項
を
見
る
と
、「
ほ

と
と
ぎ
す
は
「
死
出
の
山
越
え
て
き
つ
ら
む
ほ
と
と
ぎ
す…

」（
拾
遺
集
・
哀
傷
・

一
三
〇
七
・
伊
勢
）
な
ど
死
出
の
山
（
死
後
に
越
え
て
い
く
山
）
か
ら
来
て
鳴

く
と
詠
ま
れ
、
し
で
の
田
長
は
死
出
を
当
て
る
と
い
わ
れ
る
」
と
あ
る
。「
く
も

の
は
た
て
」
に
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
聴
く
こ
と
で
、
死
者
に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
を
詠
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

「
さ
さ
が
に
」
が
共
起
す
る
歌
は
二
例
見
ら
れ
た
。 

（
12
）
さ
さ
が
に
の
く
も
の
は
た
て
に
か
く
糸
の
と
に
か
く
に
こ
そ
お
も 

ひ
み
だ
る
れ 

（
『
久
安
百
首
』
恋
二
十
首
・
六
六
六
、
親
隆
） 

 

一
つ
は
、
前
に
上
げ
た
（
6
）
の
歌
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
「
く
も
」

を
「
蜘
蛛
」
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詞
書
に
「
く
も
の
て
ひ
と
つ

お
ち
た
る
が
、
二
三
日
ま
で
う
ご
く
を
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
風
に
動
く
蜘

蛛
の
手
を
、
機
織
り
の
様
子
と
重
ね
て
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
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（
12
）
の
例
も
「
く
も
の
は
た
て
」
に
「
糸
」
を
「
か
く
」
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
、
「
蜘
蛛
の
機
手
」
と
し
て
詠
ん
だ
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
『
歌
こ
と
ば
歌
枕

大
辞
典
』
で
「
蜘
蛛
」
の
項
を
見
る
と
、
「
『
日
本
書
紀
』
允
恭
天
皇
八
年
の
歌

謡
を
原
歌
と
し
た
「
我
が
背
子
が
来
べ
き
宵
な
り
さ
さ
が
に
の
く
も
の
振
る
舞

ひ
か
ね
て
し
る
し
も
」（
古
今
集
・
墨
滅
歌
・
一
一
一
〇
）
と
あ
る
よ
う
に
待
ち

人
の
訪
れ
の
前
兆
と
し
て
詠
ま
れ
る
」
と
あ
り
、
（
12
）
の
歌
は
、
題
が
「
恋
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
古
今
和
歌
集
の
歌
を
も
と
に
、
待
ち
人
の
訪

れ
の
前
兆
と
し
て
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
6
）
、
（
12
）
の
例
と
同
様
に
、
「
は
た
て
」
を
「
機
手
」
と
し
て
詠
ん
だ

と
考
え
ら
れ
る
歌
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。 

（
13
）
た
な
ば
た
の
雲
の
は
た
て
に
お
も
ふ
ら
ん
心
の
あ
や
も
わ
れ
に
ま 

さ
ら
じ 

（
『
清
輔
朝
臣
集
』
秋
［
七
夕
言
志
］
・
一
〇
四
） 

「
心
の
あ
や
」
と
あ
る
の
で
、
直
接
的
に
機
織
り
と
関
連
し
て
い
る
わ
け
で

は
無
い
。「
は
た
て
」
に
「
機
手
」
の
意
味
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
「
綾
」
と
い

う
語
が
共
起
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 三 

鎌
倉
期
の
「
く
も
の
は
た
て
」 

鎌
倉
期
に
は
一
五
六
例
の
「
く
も
の
は
た
て
」
の
歌
が
見
ら
れ
る
。 

「
夕
」
や
「
暮
れ
」
と
い
っ
た
語
が
共
起
す
る
こ
と
が
多
く
、
夕
暮
れ
の
時

間
帯
を
詠
む
歌
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。 

（
14
）
秋
を
あ
き
と
お
も
ひ
入
り
て
ぞ
詠
め
つ
る
雲
の
は
た
て
の
ゆ
ふ
暮 

の
空 

（
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
秋
・
二
〇
四
） 

（
15
）
ひ
こ
ぼ
し
は
あ
ふ
夕
ぐ
れ
の
そ
ら
は
れ
て
雲
の
は
た
て
に
も
の
は 

お
も
は
じ 

（
『
石
清
水
若
宮
歌
合
寛
喜
四
年
』
暮
山
花
・
四
〇
） 

（
16
）
は
だ
さ
む
く
風
も
秋
な
る
夕
暮
の
雲
の
は
た
て
を
わ
た
る
か
り
が 

ね 

（
『
玉
葉
和
歌
集
』
秋
歌
上
［
秋
歌
と
て
］
・
五
八
七
） 

（
17
）
夕
日
さ
す
雲
の
は
た
て
の
山
の
は
に
あ
ま
つ
空
よ
り
ち
る
桜
か
な 

（
『
拾
遺
現
藻
和
歌
集
』
春
歌
・
六
二
） 

ま
た
、
「
風
」
が
共
起
す
る
例
も
多
く
見
ら
れ
、
次
の
（
18
）
、
（
19
）
の
歌

の
よ
う
に
、「
く
も
の
は
た
て
の
山
風
」
や
「
く
も
の
は
た
て
の
秋
風
」
と
詠
ま

れ
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

（
18
）
桜
色
の
雲
の
は
た
て
の
山
風
に
花
の
錦
の
ぬ
き
や
み
だ
れ
む 

（
『
石
清
水
若
宮
歌
合
寛
喜
四
年
』
暮
山
花
・
四
〇
） 

（
19
）
今
は
と
て
雲
の
は
た
て
の
秋
風
に
あ
く
が
れ
わ
た
る
は
つ
か
り
の 

声 

（
『
宝
治
百
首
』
秋
廿
首
［
初
雁
］
・
一
四
二
五
） 

「
物
思
ふ
」
が
共
起
す
る
歌
は
二
一
例
見
ら
れ
た
。 

（
20
）
な
が
め
わ
び
そ
れ
と
は
な
し
に
も
の
ぞ
お
も
ふ
雲
の
は
た
て
の
ゆ 

ふ
ぐ
れ
の
空 

（
『
新
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
二
・
一
一
〇
六
、
左
衛
門
督
通
光
） 

（
21
）
物
思
ふ
雲
の
は
た
て
に
秋
立
ち
て
い
く
か
も
あ
ら
ね
ど
袖
は
ぬ
れ 

つ
つ （

『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
早
秋
五
首
・
五
八
七
、
光
俊
朝
臣
） 

（
22
）
も
の
お
も
ふ
心
の
お
よ
ぶ
方
は
な
し
雲
の
は
た
て
か
あ
ま
の
か
ぐ 

山 

（
『
和
漢
名
所
詩
歌
合
』
・
一
三
九
） 

（
23
）
物
お
も
へ
ば
人
も
や
み
る
と
た
づ
ね
ば
や
雲
の
は
た
て
の
秋
の
夕 

暮 
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（
『
為
家
集
』
秋
［
秋
雲
］
・
五
八
〇
） 

（
20
）
の
よ
う
に
「
物
思
ふ
」
に
加
え
て
「
夕
ぐ
れ
」
や
「
空
」
が
共
に
詠

ま
れ
て
い
る
歌
も
多
い
。「
物
思
ふ
」
が
共
起
す
る
二
一
例
の
う
ち
、
一
六
例
に

「
夕
（
ゆ
う
）
」
が
共
に
使
わ
れ
て
お
り
、
九
例
に
「
空
」
が
使
わ
れ
て
い
た
。

古
今
和
歌
集
の
「
夕
ぐ
れ
は
」
の
歌
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

平
安
期
に
共
起
す
る
語
と
し
て
見
ら
れ
ず
、
鎌
倉
期
に
見
ら
れ
る
語
と
し
て

「
月
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

（
24
）
し
る
べ
す
る
雲
の
は
た
て
の
色
な
く
は
人
の
心
の
月
を
み
ま
し
や 

（
『
百
詠
和
歌
』
武
物
部
［
旌
］
・
一
九
一
） 

（
25
）
夕
暮
は
月
ま
つ
と
て
も
物
ぞ
思
ふ
雲
の
は
た
て
の
秋
の
山
の
は 

（
『
隆
祐
集
』
秋
歌
中
（
右
）
・
一
二
六
） 

（
26
）
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
く
も
の
は
た
て
の
な
か
ぞ
ら
に
や
ま
の
は
と
ほ
く
い 

づ
る
月
か
げ （

『
雅
有
集
』
九
月
十
三
夜
崇
福
報
恩
院
に
侍
り
て
、 

月
三
十
首
歌
よ
み
侍
り
し
に
、
夕
月
・
八
六
） 

（
25
）
、（
26
）
の
よ
う
に
、
夕
暮
れ
に
月
を
待
つ
、
ま
た
は
月
が
出
て
す
ぐ

の
夕
方
を
詠
ん
だ
歌
が
多
い
。
こ
れ
は
「
く
も
の
は
た
て
」
が
「
夕
」
や
「
暮
」

と
の
共
起
が
多
い
こ
と
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、「
は
た
て
」
を
「
機
手
」
と
す
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
な
語
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
「
緯
」
が
一
五
例
、
「
錦
」
が
一
四
例
、
「
布
」

が
一
〇
例
、
「
衣
」
が
九
例
、
「
糸
」
が
四
例
、
「
綾
」
が
三
例
見
ら
れ
た
。 

（
27
）
あ
ま
つ
そ
ら
雲
の
は
た
て
に
み
だ
れ
つ
つ
め
も
あ
や
な
り
や
あ
そ 

ぶ
い
と
ゆ
ふ 

（
『
千
五
百
番
歌
合
』
春
四
・
五
二
〇
） 

（
28
）
嵐
ふ
く
雲
の
は
た
て
の
た
え
だ
え
に
露
の
ぬ
き
ち
る
布
引
の
滝 

（
『
建
保
名
所
百
首
』
雑
二
十
首
［
布
引
滝
摂
津
国
］
・
一
〇
七
八
） 

（
29
）
立
田
姫
く
も
の
は
た
て
に
か
け
て
お
る
秋
の
に
し
き
は
ぬ
き
も
さ 

だ
め
ず 

（
『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
秋
［
夕
紅
葉
］
・
六
四
二
） 

（
30
）
日
か
げ
さ
す
く
も
の
は
た
て
の
い
と
か
や
ま
く
る
れ
ば
そ
ら
に
か 

ぜ
ぞ
す
ず
し
き 

（
『
明
日
香
井
戸
和
歌
集
』
山
夕
・
一
二
五
八
） 

（
31
）
嵐
ふ
く
雲
の
は
た
て
の
ぬ
き
を
う
す
み
む
ら
ぎ
え
わ
た
る
布
引
の 

山 

（
『
夫
木
和
歌
集
』
雑
部
二
［
山 

ぬ
の
引
の
山
、
伊
勢
］
・
八
二
三
六
） 

特
に
「
布
」
が
共
起
す
る
歌
は
、
一
〇
例
す
べ
て
が
鎌
倉
期
の
歌
で
あ
る
。

た
だ
し
、
（
28
）
、（
31
）
の
よ
う
に
、
「
布
引
の
滝
」
や
「
布
引
山
」
と
い
っ
た

使
わ
れ
方
が
多
い
。
ま
た
、
「
糸
」
の
例
も
（
27
）
、（
30
）
の
よ
う
に
「
糸
遊
」

や
、「
糸
鹿
山
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
直
接
「
機
織
り
」
に
関
連
す

る
内
容
で
は
な
い
。
平
安
期
の
「
心
の
あ
や
」
の
歌
と
同
様
に
、「
は
た
て
」
に

「
機
手
」
の
意
味
を
含
む
こ
と
か
ら
「
機
織
り
」
が
連
想
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

語
が
共
起
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
や
「
か
り
」
な
ど
の
鳥
に
関
連
す
る
歌
も
詠
ま
れ
て

い
る
。 （

32
）
待
ち
く
ら
す
し
る
し
は
こ
れ
か
ほ
と
と
ぎ
す
雲
の
は
た
て
に
一
こ 

ゑ
ぞ
す
る 

（
『
正
治
初
度
百
首
』
春
・
三
三
〇
、
守
覚
法
親
王
） 

（
33
）
夕
日
さ
す
む
か
ひ
の
を
か
の
ほ
と
と
ぎ
す
雲
の
は
た
て
に
折
は
へ 

て
な
け 

（
『
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
夏
［
岡
郭
公
］
・
三
四
六
） 

（
34
）
な
が
め
す
る
雲
の
は
た
て
を
と
ひ
が
ほ
に
天
つ
空
行
く
初
雁
の
声 

（
『
日
吉
社
十
禅
師
歌
合
』
暮
天
聞
雁
・
七
） 
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（
35
）
か
す
み
に
も
か
く
れ
ざ
り
け
り
ゆ
ふ
ひ
さ
す
雲
の
は
た
て
を
す
ぐ 

る
か
り
が
ね 

（
『
続
現
葉
和
歌
集
』
春
歌
上
［
嘉
元
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、 

帰
雁
を
］
・
三
五
） 

（
32
）
か
ら
（
35
）
の
歌
は
、
「
く
も
の
は
た
て
」
を
ほ
と
と
ぎ
す
や
か
り

の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
く
る
遠
く
の
場
所
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。（
32
）
、（
33
）

の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
歌
は
、
平
安
期
の
（
11
）
の
歌
と
同
様
に
、
死
者
へ
の
思

い
を
詠
ん
で
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

「
花
」
が
共
起
す
る
歌
も
複
数
見
ら
れ
る
。 

（
36
）
な
が
め
や
る
雲
の
は
た
て
も
匂
ふ
ら
ん
た
か
ま
の
峰
の
は
な
の
盛 

は 

（
『
石
清
水
若
宮
歌
合
寛
喜
四
年
』
暮
山
花
・
六
二
） 

（
37
）
や
ま
ひ
め
の
花
の
に
し
き
を
お
り
は
へ
て
く
も
の
は
た
て
に
風
か 

を
る
な
り 

（
『
資
平
集
』
春
・
一
九
） 

（
38
）
山
ざ
く
ら
く
も
の
は
た
て
の
は
る
か
ぜ
に
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
は
な 

の
か
ぞ
す
る 

（
『
雅
有
集
』
春
・
二
九
五
） 

（
36
）
か
ら
（
38
）
の
例
は
、
「
く
も
の
は
た
て
」
か
ら
花
の
香
り
が
風
に

乗
っ
て
く
る
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
「
く
も
の
は
た
て
」
は

遠
く
の
場
所
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、
平
安
期
と
同
様
に
「
色
」
が
共
起
す
る
歌
が
一
四
例
見
ら
れ
た
。 

（
39
）
夕
づ
く
ひ
山
の
あ
な
た
に
な
る
ま
ま
に
雲
の
は
た
て
ぞ
色
か
は
り 

ゆ
く （

『
順
徳
院
百
首
』
雑
十
五
首
［
夕
陽
入
山
晩
雲
変
色
之
由
、 

又
如
見
眼
候
］
・
八
七
） 

（
40
）
夕
暮
の
雲
の
は
た
て
の
色
な
く
て
入
日
の
か
げ
を
の
こ
す
や
ま
ぶ 

き 

（
『
為
理
集
』
夕
款
冬
・
三
七
〇
） 

（
3
）
の
よ
う
に
「
く
も
の
は
た
て
の
色
が
変
わ
る
」
と
い
う
歌
が
見
ら
れ
、

視
覚
的
に
実
体
の
あ
る
も
の
と
し
て
「
く
も
の
は
た
て
」
を
捉
え
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

ま
た
、
「
さ
さ
が
に
」
が
共
起
す
る
歌
も
見
ら
れ
た
。 

（
41
）
さ
さ
が
に
の
雲
の
は
た
て
の
時
鳥
く
べ
き
よ
ひ
と
や
空
に
ま
た
ま 

し 

（
『
文
保
百
首
』
夏
十
五
首
・
国
四
二
一
、
藤
原
実
重
） 

（
41
）
を
見
る
と
、
「
人
を
待
つ
」
と
い
う
内
容
か
ら
、
や
は
り
日
本
書
紀

の
歌
謡
を
も
と
に
し
た
古
今
和
歌
集
の
「
我
が
背
子
が
」
の
歌
を
前
提
と
し
て

「
蜘
蛛
の
機
手
」
と
詠
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
「
空
」
が
共
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
く
も
」
を
「
雲
」
と

関
連
さ
せ
て
詠
ん
で
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 四 

室
町
期
の
「
く
も
の
は
た
て
」 

室
町
期
に
は
九
九
例
の
「
く
も
の
は
た
て
」
の
歌
が
見
ら
れ
る
。 

鎌
倉
期
と
同
様
に
「
物
思
ふ
」
が
共
起
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
う

ち
、
「
夕
」
も
共
に
詠
ま
れ
る
の
は
一
六
例
中
六
例
あ
り
、
「
空
」
も
と
も
に
詠

ま
れ
る
例
は
三
例
見
ら
れ
た
。 

（
42
）
物
お
も
ふ
わ
ざ
な
り
け
る
よ
春
の
行
く
雲
の
は
た
て
の
夕
暮
の
空 

（
『
為
尹
千
首
』
春
二
百
首
［
暮
春
雲
］
・
一
九
三
） 

（
43
）
物
ぞ
お
も
ふ
花
橘
の
む
か
し
と
ふ
雲
の
は
た
て
の
袖
の
ゆ
ふ
風 

（
『
草
根
集
』
夏
［
廬
橘
］
・
二
四
七
二
） 

（
44
）
と
ち
は
つ
る
雲
の
は
た
て
は
み
え
ね
と
も
お
も
ひ
な
る
五
月
雨
の 
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空 

（
『
家
集
（
雅
種
）
』
夏
部
［
五
月
雨
］
・
六
九
） 

（
45
）
く
る
ゝ
間
の
ち
き
り
待
わ
ひ
物
や
思
ふ
雲
の
は
た
て
の
星
合
の
空 

（
『
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
』
浜
五
月
雨
・
二
一
〇
） 

 

ま
た
、
平
安
期
、
鎌
倉
期
と
同
じ
く
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
や
「
か
り
」
が
共
起

す
る
歌
も
見
ら
れ
る
。 

（
46
）
天
つ
空
我
が
思
ふ
人
か
郭
公
雲
の
は
た
て
に
声
の
聞
ゆ
る 

（
『
宗
良
親
王
千
首
』
夏
百
首
［
雲
外
郭
公
］
・
二
一
八
） 

（
47
）
夕
ぐ
れ
は
な
く
ね
空
な
る
ほ
と
と
ぎ
す
雲
の
は
た
て
に
た
れ
を
こ 

ふ
ら
ん 

（
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
上
［
夏
歌
の
中
に
］
・ 

一
六
六
九
、
従
三
位
氏
久
） 

（
48
）
山
の
は
の
雲
の
は
た
て
を
吹
く
風
に
み
だ
れ
て
つ
づ
く
か
り
の
つ 

ら
か
な 

（
『
題
林
愚
抄
』
秋
部
二
［
雁
］
・
三
五
七
三
、
定
家
） 

（
49
）
遠
方
の
雲
の
は
た
て
に
き
こ
え
き
て
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
初
か
り
の 

こ
ゑ 

（
『
言
国
詠
草
』
初
雁
連
雲
・
三
一
） 

（
46
）
、（
49
）
の
よ
う
に
、
平
安
期
、
鎌
倉
期
と
同
様
に
、
鳴
き
声
が
聞
こ

え
て
く
る
遠
く
の
場
所
を
「
く
も
の
は
た
て
」
と
詠
む
歌
が
見
ら
れ
る
。
一
方

で
、
（
47
）
の
例
で
は
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
「
く
も
の
は
た
て
」
に
向
か
っ
て

物
思
い
を
し
て
鳴
く
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
擬
人
化

さ
せ
て
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
歌
も
見
ら
れ
た
。 

 

「
色
」
が
共
起
す
る
歌
は
五
例
見
ら
れ
た
。 

（
50
）
さ
く
ら
色
の
雲
の
は
た
て
の
山
風
に
花
の
錦
の
ぬ
き
や
み
だ
れ
ん 

（
『
題
林
愚
抄
』
春
部
上
［
暮
山
花
］
・
一
〇
七
二
、
行
能
朝
臣
） 

（
51
）
紅
の
か
す
み
の
衣
お
り
か
ら
や
雲
の
は
た
て
も
色
を
ふ
か
む
る 

（
『
後
花
園
院
御
集
』
霞
・
一
四
四
四
） 

 

こ
の
五
例
の
う
ち
四
例
は
（
50
）
、（
51
）
の
よ
う
に
「
く
も
の
は
た
て
」
の

「
色
」
を
詠
ん
で
お
り
、
や
は
り
視
覚
的
に
実
体
の
あ
る
も
の
と
し
て
「
く
も

の
は
た
て
」
を
詠
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、「
は
た
て
」
を
「
機
手
」
と
す
る
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
詠
ま
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
歌
も
見
ら
れ
た
。
「
緯
」
が
六
例
、
「
錦
」
が
四
例
、
「
衣
」
が
六
例
、

「
綾
」
が
三
例
、
「
糸
」
が
一
例
で
あ
る
。 

（
52
）
か
ら
に
し
き
雲
の
は
た
て
に
立
田
山
入
日
や
そ
む
る
峰
の
紅
葉
ば 

（
『
沙
玉
集
Ⅱ
』
秋
・
三
七
五
） 

（
53
）
衣
か
も
雲
の
は
た
て
の
ぬ
き
を
薄
み
声
も
た
ま
ら
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す 

か
な 

（
『
草
根
集
』
夏
［
雲
間
郭
公
］
・
二
一
七
二
） 

（
54
）
み
だ
れ
く
る
初
か
り
金
の
こ
ゑ
の
あ
や
雲
の
は
た
て
に
お
り
や
か 

く
ら
ん 

（
『
草
根
集
』
秋
［
初
聞
雁
］
・
四
五
二
三
） 

（
55
）
秋
の
日
は
糸
よ
り
よ
わ
き
さ
さ
が
に
の
雲
の
は
た
て
に
荻
の
う
は 

風 

（
『
草
根
集
』
秋
［
夕
萩
］
・
四
六
一
八
） 

「
綾
」
は
（
54
）
の
よ
う
に
機
織
り
と
直
接
関
係
し
な
い
、
「
声
の
あ
や
」

と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
が
見
ら
れ
た
。
鎌
倉
期
（
28
）
の
例
の
「
布
引
の
滝
」
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
、
直
接
は
関
係
し
な
い
も
の
の
、「
機
手
」
と
す
る
こ
と
を
踏

ま
え
た
詠
み
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、「
さ
さ
が
に
」
が
共
起
す
る
歌
は
三
例
見
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
一
例
は

先
に
上
げ
た
（
55
）
の
歌
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
見
ら
れ
る
。 

（
56
）
そ
ら
だ
の
め
い
く
夕
ぐ
れ
ぞ
さ
さ
が
に
の
く
も
の
は
た
て
に
ま
ち 
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よ
わ
り
つ
つ （

『
延
文
百
首
』
恋
二
十
首
［
寄
蛛
恋
］
・
一
七
八
二
） 

（
57
）
く
べ
き
よ
ひ
か
ね
て
し
る
き
や
さ
さ
が
に
の
雲
の
は
た
て
の
松
虫 

の
声 

（
『
公
義
集
』
秋
［
虫
］
・
一
一
五
） 

 

（
56
）
の
歌
は
題
が
「
寄
蛛
恋
」
と
な
っ
て
お
り
、
題
か
ら
も
「
く
も
」
を

「
蜘
蛛
」
と
し
て
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、（
56
）
の
歌
で
は
「
ま

ち
よ
わ
り
つ
つ
」
と
詠
み
、
（
57
）
の
歌
で
は
「
松
虫
」
の
「
ま
つ
」
を
「
待

つ
」
と
掛
け
る
こ
と
で
、
古
今
和
歌
集
「
我
が
背
子
が
」
の
歌
を
も
と
に
し
て
、

人
を
待
つ
こ
と
を
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
鎌
倉
期
よ
り
も
室
町
期
に
多
く
見
ら
れ
る
共
起
語
と
し
て
「
影
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。 

（
58
）
ゆ
ふ
ひ
か
げ
雲
の
は
た
て
に
う
つ
ろ
ひ
て
月
ま
つ
ほ
ど
の
空
ぞ
さ 

び
し
き 

（
『
延
文
百
首
』
秋
二
十
首
［
秋
夕
］
・
一
七
四
二
、
正
二
位
藤
原
経
顕
） 

（
59
）
夕
ぐ
れ
は
ま
だ
み
ぬ
人
を
こ
ふ
る
か
な
雲
の
は
た
て
を
面
影
に
し 

て 

（
『
李
花
和
歌
集
』
恋
歌
［
百
首
歌
よ
み
侍
り
し
中
に
］
・
一
八
七
） 

（
58
）
の
例
は
「
夕
日
影
」
が
「
く
も
の
は
た
て
」
に
映
る
と
詠
ん
で
お
り
、

（
59
）
の
よ
う
に
「
く
も
の
は
た
て
」
を
「
面
影
」
に
す
る
と
詠
ん
で
い
る
。

「
く
も
の
は
た
て
」
が
視
覚
的
に
実
体
の
あ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。 

 五 

江
戸
期
の
「
く
も
の
は
た
て
」 

 

江
戸
期
に
は
二
四
例
の
「
く
も
の
は
た
て
」
の
歌
が
見
ら
れ
る
。 

 

「
物
思
ふ
」
が
見
ら
れ
る
歌
は
七
例
見
ら
れ
た
。 

（
60
）
夜
を
い
そ
ぐ
心
に
け
ふ
も
物
や
思
ふ
天
つ
ほ
し
あ
ひ
の
雲
の
は
た 

て
に 

（
『
後
十
輪
院
内
府
集
』
夏
［
織
女
夕
心
］
・
五
八
一
） 

（
61
）
い
つ
ま
で
と
う
は
の
空
な
る
夕
暮
の
雲
の
は
た
て
に
物
思
ふ
ら
ん 

（
『
霞
関
集
』
恋
歌
［
寄
夕
恋
］
・
七
七
六
） 

（
62
）
わ
す
れ
ず
は
雲
の
は
た
て
を
そ
れ
と
見
よ
わ
が
物
思
ふ
夕
ぐ
れ
の 

そ
ら 

（
『
鈴
屋
集
』
恋
歌
［
寄
雲
恋
］
・
一
一
七
六
） 

「
物
思
ふ
」
が
見
ら
れ
る
歌
の
中
で
、（
61
）
、（
62
）
の
よ
う
に
、
「
夕
」
が

共
起
す
る
の
は
七
例
中
四
例
、「
空
」
が
共
起
す
る
例
は
三
例
で
あ
る
。
や
は
り

江
戸
期
に
も
古
今
和
歌
集
の
「
夕
ぐ
れ
は
」
の
歌
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
共
起
す
る
歌
は
四
例
、
「
か
り
」
が
共
起
す
る
歌

は
五
例
見
ら
れ
た
。 

（
63
）
ほ
と
と
ぎ
す
雲
の
は
た
て
の
一
声
に
心
そ
ら
な
る
物
を
こ
そ
思
へ 

（
『
三
草
集
』
夏
［
ほ
と
と
ぎ
す
を
よ
め
る
］
・
四
〇
八
） 

（
64
）
子
規
な
れ
は
い
か
な
る
物
か
お
も
ふ
雲
の
は
た
て
の
夕
暮
の
声 

（
『
芳
雲
集
』
夏
部
［
夕
郭
公
］
・
一
二
一
五
） 

（
65
）
余
波
お
も
ふ
雲
の
は
た
て
に
夕
暮
の
つ
ば
さ
か
す
め
る
あ
ま
つ
雁 

が
ね 

（
『
霞
関
集
』
春
歌
［
帰
雁
連
雲
］
・
九
八
、
遠
江
守
広
通
妻
勇
子
） 

（
66
）
夕
ぐ
れ
の
雲
の
は
た
て
を
な
が
む
れ
ば
か
り
は
七
た
び
音
づ
れ
に 

け
り 

 
 

（
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
雑
歌
［
人
の
七
年
の
忌
に
、
秋
無
常
］ 

・
一
三
六
〇
） 

 

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
共
起
す
る
も
の
に
は
、
室
町
期
と
同
じ
く
（
63
）
の
よ
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う
に
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
遠
く
の
場
所
を
「
く
も
の
は
た
て
」

と
す
る
歌
や
、
（
64
）
の
よ
う
に
ほ
と
と
ぎ
す
が
物
思
い
に
耽
る
と
い
う
ほ
と

と
ぎ
す
を
擬
人
化
し
た
と
思
わ
れ
る
歌
が
見
ら
れ
た
。
（
63
）
、
（
64
）
の
歌
に

は
そ
れ
ぞ
れ
「
物
を
こ
そ
思
へ
」「
物
か
お
も
ふ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り

「
死
出
の
田
長
」
と
い
う
ほ
と
と
ぎ
す
の
異
名
を
踏
ま
え
た
死
者
へ
の
「
物
思

い
」
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

江
戸
期
に
は
「
色
」
が
共
起
す
る
歌
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
「
紅
」
が

共
に
詠
ま
れ
た
歌
が
一
例
見
ら
れ
る
。 

（
67
）
夕
日
さ
す
高
ね
の
き
く
を
紅
の
雲
の
は
た
て
と
み
ぞ
ま
が
へ
つ
る 

（
『
佐
保
川
』
紅
雲
城
・
三
三
七
） 

（
67
）
の
歌
は
、
「
紅
の
雲
の
は
た
て
」
と
あ
る
た
め
、
他
の
時
代
の
「
色
」

と
共
起
す
る
歌
と
同
様
に
、
視
覚
的
に
実
体
の
あ
る
「
雲
」
を
表
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、「
は
た
て
」
を
「
機
手
」
と
す
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
な
語
は
「
緯
」
が
一
例
、
「
衣
」
が
一
例
、
「
綾
」
が
一
例
見
ら
れ
た
。 

（
68
）
さ
さ
が
に
の
く
も
の
は
た
て
の
た
て
ぬ
き
も
を
れ
ば
か
つ
ち
る
野 

べ
の
秋
か
ぜ 

（
『
林
葉
累
塵
集
』
秋
歌
中
・
四
五
八
、
通
直
妻
） 

（
69
）
お
り
出
す
き
の
ふ
の
雲
の
は
た
て
よ
り
年
の
羽
衣
け
ふ
や
立
つ
ら 

ん 

（
『
挙
白
集
』
春
歌
［
立
春
天
］
・
三
二
） 

（
70
）
あ
か
ず
聞
く
雲
の
旗
手
の
夕
日
影
こ
ゑ
の
あ
や
お
る
そ
の
の
う
ぐ 

ひ
す 

（
『
難
波
捨
草
』
春
上
［
聞
鶯
］
・
二
八
、
如
雲
） 

 

（
70
）
の
「
綾
」
は
、
室
町
期
の
（
54
）
の
歌
と
同
じ
く
、
「
声
の
あ
や
」

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、「
さ
さ
が
に
」
が
共
起
す
る
例
は
二
例
見
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
一
例

は
先
に
挙
げ
た
（
68
）
の
例
で
あ
る
。
他
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
見
ら
れ
た
。 

（
71
）
さ
さ
が
に
の
雲
の
は
た
て
を
打
ち
な
が
め
く
べ
き
よ
ひ
と
は
い
つ 

か
た
の
ま
ん 

（
『
逍
遊
集
』
恋
歌
［
寄
雲
恋
］
・
二
二
四
三
） 

 

（
71
）
の
例
は
、
人
を
待
つ
様
子
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
日
本

書
紀
の
歌
謡
を
も
と
に
し
た
古
今
和
歌
集
の
「
我
が
背
子
が
」
の
歌
を
踏
ま
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、（68

）
の
例
は
、「
く
も
の
は
た
て
の
た
て
ぬ
き
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
之
集
の
「
さ
さ
が
に
の
」
の
歌
を
踏
ま
え
て
「
蜘
蛛
の

機
手
」
と
し
て
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

六 

ま
と
め
と
考
察 

和
歌
に
使
わ
れ
る
「
く
も
の
は
た
て
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
今
回
の
調
査

で
は
上
代
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
平
安
期
か
ら
江
戸
期
の
和
歌
に
使
わ

れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

さ
ら
に
、
共
起
す
る
語
の
観
点
か
ら
調
査
を
し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
こ

と
が
考
察
さ
れ
る
。 

・
全
用
例
を
合
わ
せ
る
と
、
今
回
調
査
し
た
語
で
は
「
夕
」
が
最
も
多
く
共
起 

す
る
。
夕
暮
れ
を
詠
ん
だ
歌
は
数
多
く
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
朝
、
昼
、 

夜
を
詠
ん
だ
と
分
か
る
歌
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
く
も
の
は
た 

て
」
は
夕
暮
れ
の
時
刻
を
詠
む
と
き
に
使
わ
れ
る
歌
語
だ
と
い
う
こ
と
が
分 

か
る
。 

・
鎌
倉
期
以
降
、「
物
思
ふ
」
と
、「
夕
暮
れ
」「
空
」
と
い
っ
た
語
が
共
起
す
る 

例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
く
も
の
は
た
て
」
の
歌
の
多
く
が 

古
今
和
歌
集
の
「
夕
ぐ
れ
は
雲
の
は
た
て
に
物
ぞ
思
ふ
あ
ま
つ
そ
ら
な
る 

人
を
こ
ふ
と
て
」
の
歌
に
影
響
を
受
け
て
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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・
平
安
期
以
降
の
各
時
代
で
「
色
」
や
「
色
」
に
関
連
す
る
語
が
共
起
す
る
歌 

が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
く
も
の
は
た
て
」
の
「
く
も
」
を
視
覚
的
に
実
体 

の
あ
る
「
雲
」
と
し
て
詠
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。 

・
平
安
期
以
降
の
各
時
代
で
「
機
織
り
」
に
関
連
す
る
語
が
共
起
す
る
歌
が
見 

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
は
た
て
」
を
「
機
手
」
と
連
想
し
て
詠
ん
で
い
る
と
考 

え
ら
れ
る
。 

・
平
安
期
以
降
の
各
時
代
で
「
さ
さ
が
に
」
が
共
起
す
る
歌
が
見
ら
れ
る
。
今 

回
の
調
査
の
中
で
は
、
重
之
集
の
歌
が
最
初
で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
歌
を
も 

と
に
し
た
古
今
和
歌
集
の
「
我
が
背
子
が
来
べ
き
宵
な
り
さ
さ
が
に
の
く
も 

の
振
る
舞
ひ
か
ね
て
し
る
し
も
」
の
歌
に
影
響
を
受
け
、
待
ち
人
が
来
る
前 

兆
と
し
て
「
く
も
」
を
「
蜘
蛛
」
と
詠
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、 

鎌
倉
期
に
は
、「
空
」
と
も
共
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
く
も
」
が
「
雲
」 

で
あ
る
と
い
う
意
識
も
あ
り
な
が
ら
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

・
平
安
期
以
降
の
各
時
代
で
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
共
起
す
る
歌
が
見
ら
れ
る
。 

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
異
名
で
あ
る
「
死
出
の
田
長
」
を
踏
ま
え
、
死
後
に
超 

え
て
い
く
山
か
ら
来
て
鳴
く
と
言
わ
れ
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
詠
む
こ
と
で
、 

死
者
に
対
し
て
思
い
を
寄
せ
る
意
味
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合 

の
「
く
も
の
は
た
て
」
は
、
物
理
的
に
遠
い
場
所
を
指
す
だ
け
で
な
く
、
現 

世
か
ら
見
た
と
き
に
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
死
後
の
世
界
を
指
し
て 

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
「
く
も
の
は
た
て
」
は
、
平
安
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
、

遠
く
を
表
す
意
味
、
視
覚
的
な
実
体
の
あ
る
「
雲
」
を
表
す
意
味
、「
蜘
蛛
の
機

手
」
を
表
す
意
味
と
様
々
に
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

中
で
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
初
め
て
共
起
す
る
語
が
見
ら
れ
た
り
、
一
つ

の
歌
で
二
つ
以
上
の
意
味
を
加
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
歌
が
見
ら
れ
た
り

す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
く
も
の
は
た
て
」
は
そ
の
用
法
の
幅
を
広
げ
て
い
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

七 

発
展
的
課
題 

 

今
回
は
「
く
も
の
は
た
て
」
と
い
う
歌
語
に
つ
い
て
広
く
用
例
を
集
め
て
調

査
を
行
う
こ
と
で
、「
く
も
の
は
た
て
」
の
使
わ
れ
方
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

今
後
は
、「
く
も
の
は
た
て
」
以
外
の
歌
語
に
つ
い
て
も
、
上
代
か
ら
近
世
の

和
歌
に
使
わ
れ
た
「
歌
語
」
に
つ
い
て
、
勅
撰
和
歌
集
に
限
ら
ず
、
私
撰
集
や

私
家
集
、
歌
合
、
連
歌
か
ら
も
広
く
用
例
を
集
め
て
調
査
し
、
対
象
と
な
る
歌

語
の
使
わ
れ
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

今
回
調
査
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
く
も
の
は
た
て
」
に
見
ら
れ
る
特
徴
な
の
か
、

和
歌
全
体
で
見
ら
れ
る
特
徴
な
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
今
後

は
、
よ
り
正
確
な
調
査
の
た
め
、
対
象
と
す
る
語
と
似
た
言
葉
や
和
歌
以
外
で

使
わ
れ
る
言
葉
を
比
較
対
象
と
し
て
調
査
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。 
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〈表 2〉共起する語（度数） 

共起する語 平安期 鎌倉期 室町期 江戸期 計 

夕（ゆふ） 3 56 39 13 111 

空（そら） 3 59 27 5 94 

暮（くれ） 0 28 24 6 58 

秋（あき） 1 35 18 3 57 

風（かぜ） 3 33 14 1 51 

物思ふ（ものお
もふ） 

3 21 16 7 47 

雁（かり） 0 17 11 5 33 

時鳥、郭公（ほ
ととぎす）、子規 

1 12 11 4 28 

色（いろ） 3 14 5 0 22 

緯（ぬき） 0 15 6 1 22 

影（かげ） 0 7 11 2 20 

錦（にしき） 0 14 4 2 20 

花（はな） 0 11 6 0 17 

衣（ころも） 0 9 6 1 16 

月（つき） 0 8 8 0 16 

春（はる） 1 8 5 2 16 

ささがに 2 2 4 2 10 

布（ぬの） 0 10 0 0 10 

綾（あや） 1 3 3 1 8 

糸（いと） 1 4 1 0 5 

計 26 452 256 59 793 



12（     ）
 

注 
 

１ 
竹
岡
正
夫
（
一
九
七
六
）
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
下
）
』
右
文
書
院 

２ 

片
桐
洋
一
（
一
九
九
八
）
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
中
）
』
講
談
社 

３ 

紙
広
行
（
二
〇
〇
九
）
「
『
古
今
集
』
の
歌
こ
と
ば
「
く
も
の
は
た
て
」
の
注
釈
と

実
作
と
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
交
錯
す
る
文
化
と
文
学 

東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
出

会
い
』
文
教
大
学
出
版
事
業
部
） 

４ 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
日
本
文
学W

eb

図
書
館
」「
和
歌
・
連
歌
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」（
最

終
閲
覧
日2023/1/31

） 

５ 

上
代
は
七
九
三
年
ま
で
、
平
安
期
は
七
九
四
年
か
ら
一
一
九
一
年
ま
で
、
鎌
倉
期

は
一
一
九
二
年
か
ら
一
三
三
七
年
ま
で
、
室
町
期
は
一
三
三
八
年
か
ら
一
六
〇
二
年

ま
で
、
江
戸
期
は
一
六
〇
三
年
か
ら
一
八
六
五
年
ま
で
と
し
た
。 

６ 

合
計
で
四
〇
九
例
が
集
ま
っ
た
。（
「
雲
の
は
た
て
」
が
三
五
〇
例
、「
く
も
の
は
た

て
」
が
五
六
例
、
「
雲
の
旗
手
」
が
二
例
、
「
雲
之
幡
手
」
が
一
例
、
「
く
も
の
旗
手
」

「
く
も
の
端
」
「
雲
の
果
」
「
く
も
の
果
」
「
雲
の
涯
」
「
く
も
の
涯
」
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
）
そ
の
う
ち
、
同
じ
歌
集
の
歌
が
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
の
二
例
目
以
降
を
除

い
た
二
九
二
例
を
表
1
に
示
し
た
。 

７ 

本
文
中
に
挙
げ
る
用
例
の
先
頭
の
番
号
は
資
料
に
挙
げ
た
順
に
私
に
番
号
を
付
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
挙
げ
る
用
例
は
「
日
本
文
学W

eb
図
書
館
」
の
「
和
歌
・

連
歌
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
あ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。 

８ 

久
保
田
淳
ほ
か
（
一
九
九
九
）
『
歌
こ
と
ば
・
歌
枕
大
辞
典
』
角
川
書
店 

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
一
年
） 


